
右手を壁に付けて進めば必ず着くのは、壁が外周と一続きのときだけで
ある

—  の部屋の迷路を、すべての部屋が一本の道でつながるように作ると、無作為な出発点と目

的地で右手を壁に付けて進む方法は  回すべて着く — 分離子は、道が閉路を持つかを問うか、壁

が外周とつながっているかを問うか — [論文876]
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From thinking to syncing.

要旨

迷路では右手を壁に付けて進めば必ず出られる、と言われる。本稿は、その約束がどこで崩れるかを、壁を取

り除いた迷路で数える。新しい定理も法則も主張しない。 第一に、閉路の無い迷路では、必ず着く。すべての

部屋が一本の道でつながる  の迷路で、無作為な出発点と目的地の  回すべてに着いた（第2節）。 第
二に、壁を取り除くと、着けない回が出る。内側の壁を  枚取り除くと 、  枚で 、  枚で

 しか着かない（第2節）。 第三に、これが本稿の芯である。崩すのは閉路ではなく、外周とつながらな

い壁の塊である。塊が  個の回では一度も着けなかったことが無く、着けなかった回はすべて塊のある迷路で

起きた（第3節）。 第四に、壁を取り除くと、閉路と塊の両方が増える。閉路の数（道の数  部屋の数 ）は
すべての回で取り除いた枚数に等しく、外周とつながらない塊は  枚で平均  個だった（第3節）。

第五に、着いても、近道はしない。閉路の無い迷路で着いたときの歩数は、最短の道の  倍だった

（第2節）。 第六に、分離子は、道が閉路を持つかを問うか、壁が外周とつながっているかを問うかである。右
手が伝うのは壁であり、壁が一続きなら道に閉路があっても外周をたどる（第4節）。 キーワード：迷路、壁伝

い、閉路、外周とつながらない壁、単連結。
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本稿の射程（射程注記）：新しい定理も法則も主張しない。壁が一続きの迷路では片手を壁に付けて進めばたどり
着くこと、壁から離れた島があるとその保証が崩れること、閉路の数が辺の数  点の数  で数えられること
は、いずれも既知である。実在の迷路を扱わない。庭園の迷路や建物の避難路は主題ではない。ほかの解き方に
入らない。通った道に印を付ける方法など、壁伝い以外の解き方は扱わない。証明しない。迷路を乱数で作り、

 回ずつ試した数だけを見る。既刊との関係：論文331 は、面積という連続量が二種類の点を数えるだけで厳
密に出ることを示し、射程注記で穴のある領域を扱わなかった。本稿はその隣に置く。あちらでは穴が一つ入る
と数え方の前提が崩れるので、穴を外した。ここでは壁の側の穴、つまり外周とつながらない壁の塊が、壁伝い
の約束を崩すことを数える。加えたのは、取り除く壁の枚数ごとに着く割合を測ったこと、閉路の数と外周とつ
ながらない塊を別々に数えたこと、塊が  個の回では着けなかったことが無いと確かめたこと、分離子を「閉路
か、壁のつながりか」に置いたことである。

1. 記法と問い

設定：  の部屋を壁で仕切り、乱数で一か所ずつ壁を壊して、すべての部屋が一本の道でつながる（閉路
の無い）迷路を作る。そこから内側の壁を  枚取り除いて道に閉路を足す。右手を壁に付けて進む方法は、
右・前・左・後ろの順に、壁の無い向きへ一部屋進む。同じ部屋に同じ向きで二度来たら、着けないと数え
る。

壁の線分を格子点で結び、外周とつながらない壁の塊の数を数えた。出発点と目的地は、回ごとに無作為に選
んだ。

問い：右手を壁に付けて進めば、どんな迷路でも必ず着くのか。

2. 取り除いた壁と、着く割合

計算 2.1：取り除く壁の枚数ごとに  回ずつ試し、着く割合、外周とつながらない壁の塊、着いたときの歩数
を最短の道の長さで割った値を出した。

閉路の数 道の数 部屋の数 着く割合
着いた回



取り除いた壁 着く割合 外周とつながらない塊（平均・最大） 歩数  最短

・

・

・

・

・

・

観察 2.2

閉路の無い迷路では必ず着き、壁を取り除くと着けない回が出る。壁を  枚のときは  回すべて着
き、  枚取り除くと  回中  回、  枚では  に下がる。着いたときも、閉路の無い迷路で
歩数は最短の  倍で、行き止まりに入っては戻ってくる。壁伝いは着くことを約束しても、速
さは約束しない。

3. 崩すのは何か

計算 3.1：すべての回で、閉路の数と取り除いた壁の枚数、外周とつながらない塊の数と着けたかどうかを突き
合わせた。

観察 3.2

これが本稿の芯である。崩すのは閉路ではなく、外周とつながらない壁の塊である。外周とつながらな
い塊が  個の回では、どの枚数でも一度も着けなかったことが無かった。着けなかった回は、すべて塊
のある迷路で起きた。右手は壁を伝うので、外周から離れた塊のまわりを回り続けると、目的地のある
壁に移れない。



観察 3.3

壁を取り除くと、閉路と塊の両方が増える。閉路の数（道の数  部屋の数 ）は、すべての回で取り
除いた枚数に等しかった。外周とつながらない塊は、  枚で平均  個、  枚で平均 

個（最大 ）で、取り除いた枚数を超えなかった。

4. 分離子

観察 4.1

分離子は、道が閉路を持つかを問うか、壁が外周とつながっているかを問うかである。道の側から見れ
ば、壁を取り除くと閉路が増える。壁の側から見れば、外周とつながらない塊が生まれる。右手が伝う
のは壁なので、約束を決めるのは壁の側のつながりである。

観察 4.2

論文331 の隣に置く。331 は、面積が二種類の点を数えるだけで出ることを示し、穴のある領域を外し
た。あちらでは穴が一つ入ると数え方の前提が崩れた。ここでは壁の側の穴、つまり外周とつながらな
い塊が一つでもあると、壁伝いの約束が崩れる。

観察 4.3

言わないこと。実在の迷路や避難路も、通った道に印を付ける方法も、定理の証明も扱わない。示した
のは、壁伝いが必ず着くのは壁が外周と一続きのときだけだということである。

5. 点呼と結び

1. 右・前・左・後ろの順に進む（第1節）：右手を壁に付ける。

2. 閉路なしで  回すべて着く（計算 2.1）：約束が守られる。

3.  枚で （計算 2.1）：崩れ始める。

4.  枚で （計算 2.1）：  回中  回。

5.  枚で （計算 2.1）：さらに下がる。



6. 塊  個なら着けない回は無い（観察 3.2）：本稿の芯。

7. 閉路の数  取り除いた枚数（観察 3.3）：すべての回。

8.  枚で塊  個（観察 3.3）：外周とつながらない。

9. 歩数は最短の  倍（観察 2.2）：速さは約束しない。

10. 閉路か、壁のつながりか（観察 4.1）：分離子・論文331。

結び：右手を壁に付けて進めば必ず着くのは、壁が外周と一続きのときだけである。閉路の無い  の迷
路では  回すべて着くが、内側の壁を  枚取り除くと 、  枚では  しか着かない。右手が
伝うのは壁で、外周から離れた壁の塊のまわりを回り続けると、目的地のある壁に移れないからである。外周
とつながらない塊が  個の回では、一度も着けなかったことが無かった。崩すのは道の閉路そのものではな
く、壁の側のつながりである。既刊との位置：論文331 が面積の数え方から外した穴の隣に、壁の側の穴が壁
伝いの約束を崩すことを置いた。正直に言えば、迷路は  の一つの大きさで、枚数ごとに  回試した
だけである。
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